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業績予想の修正に関するお知らせ 

 

2021年５月 13日付にて公表いたしました、2022年３月期（2021 年４月１日～2022年３月 31日）の業績

予想を下記の通り修正いたしましたのでお知らせいたします。 

 

１．業績予想の修正 

（１）2022 年３月期通期連結業績予想の修正（2021 年４月１日～2022年３月 31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 営業利益 経常利益 当期純利益 
1株あたり当期純

利益 

前回発表予想（Ａ） 1,950 174 131 64 33円 20銭 

今回修正予想（Ｂ） 1,601 △153 △172 △209 △107円 53銭 

増減額（Ｂ-Ａ） △348 △328 △304 △274 △140円 73銭 

増減率（％） △17.8% △188.0% △231.4% △423.8% △423.8% 

（参考）前期実績 

（2021年３月期） 

980 85 90 59 30円 72銭 

 

（２）2022 年３月期通期個別業績予想の修正（2021 年４月１日～2022年３月 31日） 

（単位：百万円） 

 売上高 経常利益 当期純利益 
1株あたり当期純利

益 

前回発表予想（Ａ） 1,250 144 101 52円 07銭 

今回修正予想（Ｂ） 901 △149 △160 △82円 26銭 

増減額（Ｂ-Ａ） △348 △293 △261 △134円 33銭 

増減率（％） △27.8% △203.6% △259.0% △257.9% 

（参考）前期実績 

（2021年３月期） 

922 85 57 29円 61銭 

 

２．差異の理由 

WEB/IT技術を活用した WEBマーケティングの需要の高まりに伴い、当社に頂くご依頼ご要望についても大

型化傾向・複雑化傾向があるものの堅調な増加傾向が続いており、これらを背景に当社においても顧客数は堅

調に推移しております。一方でこれらの顧客ニーズに対応すべく、開発人員の積極的な採用活動、外注パート

ナーの確保等に努めるなど開発体制の強化を積極的に図って参りましたものの、昨今の社会的なエンジニア人

材の不足状況により開発体制の増強および整備については苦戦を強いられる状況となっております。これによ



 

り一部の案件において開発効率が悪化し受託当初に見込まれていた開発工数を大幅に上回る工数が必要となる

こととなり、当該一部の案件において多額の受注損失引当金の計上を行うこととなっております。またその結

果として開発人員の不足状況が継続しており、期初において想定していた受託件数を制限する必要が生じ、売

上高において前回公表の予想を下回る見込みとなりました。またそれに伴い、営業利益、経常利益、当期純利

益においても前回公表の予想を大幅に下回る見込みです。 

この状況を改善するため、引続き教育研修等の従業員の能力向上を基礎とした開発力の強化に努めるととも

に、上記の赤字案件の解消に早急に取り組み、併せて受注から納品まで社内体制の再整備を行うことで、現在

の開発体制で安定的な利益を確保する体制の強化を図って参ります。 

 

以 上 


